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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第３四半期
連結累計期間

第21期
第３四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年９月30日

自平成28年１月１日
至平成28年９月30日

自平成27年１月１日
至平成27年12月31日

売上高 （千円） 12,233,278 13,179,479 16,658,132

経常利益 （千円） 1,271,297 753,789 1,656,255

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 788,935 245,131 1,032,292

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 784,679 321,260 1,004,205

純資産額 （千円） 6,025,991 6,298,456 6,244,755

総資産額 （千円） 9,799,094 9,974,374 10,125,425

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 23.75 7.38 31.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 23.71 - 31.03

自己資本比率 （％） 61.0 62.7 61.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 673,596 549,874 1,018,362

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △383,564 △943,067 △1,236,109

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △323,986 △280,095 △325,415

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 4,707,842 3,521,296 4,198,801

 

回次
第20期

第３四半期
連結会計期間

第21期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.64 2.79

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．当第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、当第３四半期連結会計期間において、VIET TIEN MANH ADVERTISMENT TECHNOLOGY

SYSTEM DEVELOPMENT JOINT STOCK COMPANYの株式を取得し、持分法適用関連会社としております。

なお、当第３四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「Ⅱ　３．報告セグメントの変

更等に関する事項」をご参照下さい。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社、連結子会社及び持

分法適用会社）が判断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、個人消費の底堅さと雇用情勢が改善される中、企業収益

は高水準であるものの足踏みが見られ、業況判断の姿勢は慎重となりつつあります。景気の先行きにつきまして

は、世界経済の先行き不安後退が景況感を下支えする一方、円高の進行や日銀のマイナス金利政策による金融業

界への影響等が懸念されています。

当社グループが属するインターネット広告市場は、スマートフォンを利用したアプリやソーシャルメディアな

どのビジネスが拡大傾向にある中、インターネットにおける膨大な情報を活用する広告関連技術（アドテクノロ

ジー）、インターネットと実店舗を繋ぎ集客するO2O（オン・ライン・ツー・オフライン）サービス、さらに

は、顧客との関係構築・維持のためのマーケティングオートメーションサービスなどが関心を集めております。

このような環境の下、当社グループは、培ってきた広告配信技術に、CRM（顧客情報管理、顧客関係構築・維

持）機能を加え、これまでの「集客」のみから「接客」、「リテンション（顧客との関係維持）」までを総合的

にサービス提供する新たな事業領域の開拓に注力いたしました。

売上高については、主力のアフィリエイトマーケティングサービスが堅調に推移した他、新たなアドネット

ワークサービス並びにマーケティングオートメーションサービスが成長しました結果、13,179,479千円（前年同

四半期比7.7％増）となりました。

営業利益は、既存事業が堅調であった一方、アドネットワークサービス事業においてメディアネットワーク拡

大のための施策を積極的に取り組んだ他、前期に行われた事業譲受に係るのれん償却額を計上したこと、並び

に、デジミホ株式取得に係るのれん償却額及び当該子会社経費を計上したことにより、689,358千円（前年同四

半期比39.8％減）となりました。

経常利益は、営業外収益に持分法による投資利益46,030千円及び受取保険金45,705千円、営業外費用に投資事

業組合運用損28,669千円を計上したことにより、753,789千円（前年同四半期比40.7％減）となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、特別損失として、投資有価証券評価損159,396千円、本社移転費用

74,844千円の他、法人税等236,017千円を計上したことにより、245,131千円（前年同四半期比68.9％減）となり

ました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

前連結会計年度より「アドネットワークサービス事業」及び「その他の事業」を新たな報告セグメントとして

新設し、「アフィリエイトマーケティングサービス事業」「ストアマッチサービス事業」「アドネットワーク

サービス事業」「その他の事業」の４セグメントを報告してまいりましたが、当第３四半期連結会計期間より、

今後当社グループが注力する事業領域に合わせるべく、「広告事業」と「CRM事業」に報告セグメントを集約・

変更しております。詳細については「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報

等）」の「Ⅱ　３．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照下さい。

「広告事業」は、ウェブサイト上で商品やサービスを販売しているEコマース事業者等の広告主の広告を、

ウェブサイトやアプリの広告掲載メディアに配信する事業で、主に「アフィリエイトマーケティングサービス」

「ストアマッチサービス」「アドネットワークサービス」等を含みます。

「CRM事業」は、オンラインストアと実店舗での消費者の購買・行動データを一元管理・分析し、一人ひとり

のニーズとタイミングに合わせた情報を発信することで、消費者が購入しやすい販路への誘導、再訪を促すサー

ビスを提供する事業で、「マーケティングオートメーションサービス」等を含みます。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメントの業績は、変更後の算定方法に基づき作成しております。
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①広告事業

当第３四半期連結累計期間におきましては、アフィリエイトマーケティングサービス、ストアマッチサービ

ス、アドネットワークサービスの売上高は、それぞれ前四半期連結累計期間を上回りました。

主力であるアフィリエイトマーケティングサービスは、人材分野及び美容分野向けのサービスが好調でした

が、一方で、金融分野においては日銀のマイナス金利の影響や一部広告主の運用方針変更の影響などを受けて

まいりました。ストアマッチサービスは、Yahoo！ショッピングに出店するストア向けのサービスが堅調に推

移いたしました。アドネットワークサービスは、前期に事業譲受いたしました「AdLantis（アドランティ

ス）」と自社開発の「ADPRESSO（アドプレッソ）」の両プラットフォームを平成28年２月に統合し配信機能の

強化に努め、広告配信先であるメディアネットワーク拡大施策を積極的に進めてまいりました。この結果、セ

グメント売上高は12,792,302千円（前年同四半期比4.6％増）、セグメント利益は1,263,472千円（前年同四半

期比8.2％減）となりました。

 

②CRM事業

当第３四半期連結累計期間におきましては、主に、マーケティングオートメーションサービス「R∞（アー

ルエイト）」を展開する株式会社デジミホを連結子会社化したこと及び当該子会社株式に係るのれん償却額を

計上したことにより、セグメント売上高は387,176千円（前年同四半期は無し）、セグメント損失は347,971千

円（前年同四半期は無し）となりました。

また、平成28年９月、Yahoo!ショッピング向けCRMツール「STORE's R∞（ストアーズアールエイト）」の提

供を開始しました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は9,974,374千円となり、前連結会計年度末と比べて151,051千円減

少いたしました。

流動資産は6,627,184千円となり、前連結会計年度末と比べて816,154千円減少いたしました。これは、主に

現金及び預金が677,505千円、受取手形及び売掛金が203,880千円減少したことによるものです。

固定資産は3,347,190千円となり、前連結会計年度末と比べて665,103千円増加いたしました。これは、のれ

んが292,357千円減少したものの、建物附属設備が222,050千円、ソフトウエアが356,028千円、差入保証金が

242,566千円増加したことによるものです。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は3,675,918千円となり、前連結会計年度末と比べて204,752千円減

少いたしました。

流動負債は3,441,219千円となり、前連結会計年度末と比べて354,627千円減少いたしました。これは、主に

未払法人税等が373,461千円減少したことによるものです。

固定負債は234,698千円となり、前連結会計年度末と比べて149,875千円増加いたしました。これは、主に繰

延税金負債が78,322千円増加したことによるものです。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は6,298,456千円となり、前連結会計年度末と比べて53,700千円

増加いたしました。これは、主に利益剰余金が剰余金の配当により265,829千円減少したものの、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上により245,131千円増加し、その他有価証券評価差額金が77,124千円増加した

ことによるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は3,521,296千円

となり、前連結会計年度末と比べて677,505千円減少いたしました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は549,874千円（前年同四半期は673,596千円の獲得）となりました。これは、

主に税金等調整前四半期純利益が481,148千円であり、プラス要因として、売上債権の減少額が203,893千円、

減価償却費が198,252千円であったものの、マイナス要因として、法人税等の支払額が653,047千円であったこ

とによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は943,067千円（前年同四半期は383,564千円の使用）となりました。これは、

主に有形固定資産の取得による支出が242,704千円、無形固定資産の取得による支出が385,327千円、差入保証

金の差入による支出が242,686千円であったことによるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は280,095千円（前年同四半期は323,986千円の使用）となりました。これは、

主に配当金の支払額が264,201千円であったことによるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6) 従業員数

該当事項はありません。

 

(7) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、CRM事業の販売の実績が著しく変動いたしました。その内容について

は、「(1) 経営成績の分析」をご参照下さい。

 

(8) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前連結会計年度末における計画の著しい変

更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 121,120,000

計 121,120,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,471,000 34,471,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 34,471,000 34,471,000 ― ―

（注）１．発行済株式のうち356,000株は、現物出資（有価証券　212百万円）によるものであります。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成28年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
― 34,471,000 ― 1,728,266 ― 1,083,798

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,242,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 33,226,500 332,265 －

単元未満株式 普通株式      2,300 － －

発行済株式総数 34,471,000 － －

総株主の議決権 － 332,265 －

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

バリューコマース

株式会社

東京都港区六本木

一丁目４番５号
1,242,200 ― 1,242,200 3.60

計 － 1,242,200 ― 1,242,200 3.60

(注)当社は平成28年８月に本社を移転致しました。なお、移転後の住所は下記のとおりであります。

東京都港区南青山二丁目26番１号

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,198,801 3,521,296

受取手形及び売掛金 2,452,495 2,248,615

繰延税金資産 29,510 41,985

未収入金 706,639 717,159

その他 57,284 99,010

貸倒引当金 △1,392 △883

流動資産合計 7,443,338 6,627,184

固定資産   

有形固定資産   

建物附属設備（純額） 581 222,631

工具、器具及び備品（純額） 49,881 115,612

リース資産（純額） 1,866 723

その他 804 －

有形固定資産合計 53,132 338,967

無形固定資産   

ソフトウエア 464,417 820,445

ソフトウエア仮勘定 1,112 27,923

のれん 983,282 690,924

その他 44,400 93,470

無形固定資産合計 1,493,212 1,632,764

投資その他の資産   

投資有価証券 1,093,208 1,120,550

差入保証金 1,511 244,078

繰延税金資産 34,561 －

その他 6,690 11,046

貸倒引当金 △230 △217

投資その他の資産合計 1,135,741 1,375,457

固定資産合計 2,682,087 3,347,190

資産合計 10,125,425 9,974,374
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,075,456 1,927,224

未払金 1,159,636 1,326,704

未払法人税等 373,758 297

賞与引当金 － 61,153

その他 186,995 125,839

流動負債合計 3,795,847 3,441,219

固定負債   

長期預り保証金 82,713 80,327

繰延税金負債 － 78,322

その他 2,109 76,049

固定負債合計 84,823 234,698

負債合計 3,880,670 3,675,918

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,728,266 1,728,266

資本剰余金 1,088,466 1,088,558

利益剰余金 3,583,308 3,562,610

自己株式 △199,691 △199,659

株主資本合計 6,200,350 6,179,776

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △3,740 73,383

為替換算調整勘定 △447 △1,443

その他の包括利益累計額合計 △4,188 71,939

新株予約権 48,593 46,739

純資産合計 6,244,755 6,298,456

負債純資産合計 10,125,425 9,974,374
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 12,233,278 13,179,479

売上原価 9,214,519 10,299,298

売上総利益 3,018,758 2,880,180

販売費及び一般管理費 ※ 1,873,600 ※ 2,190,822

営業利益 1,145,158 689,358

営業外収益   

持分法による投資利益 80,132 46,030

受取保険金 6,329 45,705

投資事業組合運用益 33,960 －

その他 6,495 10,245

営業外収益合計 126,917 101,981

営業外費用   

投資事業組合運用損 － 28,669

為替差損 206 7,424

その他 571 1,455

営業外費用合計 778 37,549

経常利益 1,271,297 753,789

特別損失   

システム障害対応費用 51,133 －

本社移転費用 － 74,844

減損損失 9,119 18,894

投資有価証券評価損 － 159,396

その他 － 19,505

特別損失合計 60,253 272,640

税金等調整前四半期純利益 1,211,044 481,148

法人税、住民税及び事業税 434,231 243,418

法人税等調整額 △12,123 △7,401

法人税等合計 422,108 236,017

四半期純利益 788,935 245,131

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 788,935 245,131

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,838 77,124

為替換算調整勘定 △417 △516

持分法適用会社に対する持分相当額 － △479

その他の包括利益合計 △4,255 76,128

四半期包括利益 784,679 321,260

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 784,679 321,260

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,211,044 481,148

減価償却費 114,639 198,252

のれん償却額 30,492 129,999

株式報酬費用 7,589 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △318 △522

受取利息 △809 △445

支払利息 98 67

為替差損益（△は益） 150 6,543

持分法による投資損益（△は益） △80,132 △46,030

投資事業組合運用損益（△は益） △33,960 28,669

投資有価証券評価損益（△は益） － 159,396

減損損失 9,119 18,894

本社移転費用 － 74,844

システム障害対応費用 51,133 －

売上債権の増減額（△は増加） △461,146 203,893

仕入債務の増減額（△は減少） 308,356 △148,231

未収入金の増減額（△は増加） 100,763 33,444

未払金の増減額（△は減少） △74,924 150,031

預り金の増減額（△は減少） △12,048 △5,781

預り保証金の増減額（△は減少） △18,850 △2,386

その他 △47,224 △35,215

小計 1,103,972 1,246,572

利息及び配当金の受取額 28,861 11,027

利息の支払額 △98 △67

本社移転費用の支払額 △29,808 △54,610

法人税等の支払額 △429,331 △653,047

営業活動によるキャッシュ・フロー 673,596 549,874

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △19,074 △242,704

無形固定資産の取得による支出 △93,350 △385,327

投資有価証券の取得による支出 △91,648 △88,292

投資有価証券の償還による収入 － 15,824

投資事業組合からの分配による収入 76,853 －

差入保証金の回収による収入 93,774 119

差入保証金の差入による支出 △119 △242,686

事業譲受による支出 △350,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △383,564 △943,067

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の処分による収入 5,741 92

長期借入金の返済による支出 － △14,700

配当金の支払額 △328,494 △264,201

その他 △1,233 △1,286

財務活動によるキャッシュ・フロー △323,986 △280,095

現金及び現金同等物に係る換算差額 △567 △4,217

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △34,522 △677,505

現金及び現金同等物の期首残高 4,742,365 4,198,801

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,707,842 ※ 3,521,296
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結会計期間において、VIET TIEN MANH ADVERTISMENT TECHNOLOGY SYSTEM DEVELOPMENT JOINT

STOCK COMPANYの株式を取得したため、持分法適用の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更等）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であ

ります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日

　　至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日

　　至　平成28年９月30日）

給与手当 720,474千円 810,051千円
 

計 720,474 810,051

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 4,707,842千円 3,521,296千円

現金及び現金同等物 4,707,842 3,521,296

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月29日

取締役会
普通株式 199,291 6.0 平成26年12月31日 平成27年３月11日 利益剰余金

平成27年７月29日

取締役会
普通株式 132,886 4.0 平成27年６月30日 平成27年８月31日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月29日

取締役会
普通株式 199,371 6.0 平成27年12月31日 平成28年３月８日 利益剰余金

平成28年７月27日

取締役会
普通株式 66,457 2.0 平成28年６月30日 平成28年８月31日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注）２
 広告事業 CRM事業 計

売上高      

外部顧客への売上

高
12,233,278 － 12,233,278 － 12,233,278

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － －

計 12,233,278 － 12,233,278 － 12,233,278

セグメント利益又

は損失（△）
1,375,898 － 1,375,898 △230,739 1,145,158

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△230,739千円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用

であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行って

おります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

「広告事業」セグメントにおいて、平成27年３月31日付でGlossom株式会社よりアドネットワーク事業

を譲り受け、スマートフォン向け広告配信サービス「AdLantis（アドランティス）」に係るのれんを計上

しております。

なお、当該事象による増加額は、当第３四半期連結累計期間において274,431千円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注）２
 広告事業 CRM事業 計

売上高      

外部顧客への売上

高
12,792,302 387,176 13,179,479 － 13,179,479

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － －

計 12,792,302 387,176 13,179,479 － 13,179,479

セグメント利益又

は損失（△）
1,263,472 △347,971 915,501 △226,143 689,358

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△226,143千円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用

であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行って

おります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

「CRM事業」セグメントにおいて、前連結会計年度に株式会社デジミホの株式を取得したことに伴い暫

定的に算定されたのれん724,097千円を計上しておりましたが、取得原価の配分が完了したことにより

561,738千円に変動しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適正に評価するため、主に一般

管理費の配賦基準等を見直し、報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行いました。

また、当社は、将来の新たな収益の柱となる事業としてマーケティングオートメーションサービス「R

∞（アールエイト）」を始めとする「CRM事業」の育成に取り組み、９月より本格的に事業展開を進める

と同時に、既存のサービスの見直しおよび集約を伴う事業の再選定を行い、注力すべき事業領域を、既存

のアフィリエイトマーケテイングサービスやストアマッチサービス等を含む「広告事業」とマーケティン

グオートメーションサービスを中心とした「CRM事業」としております。

今後、当社はWebマーケティングにおける集客を目的とした「広告事業」と、その後の消費者行動の分

析により最適なマーケティングソリューションを提供する「CRM事業」によりお客様（広告主）のマーケ

ティング最適化を図るサービスを提供してまいります。

以上により、従来、提供するサービスの単位ごとに、「アフィリエイトマーケティングサービス事

業」、「ストアマッチサービス事業」、「アドネットワークサービス事業」及び「その他の事業」の４つ

を報告セグメントとしておりましたが、当第３四半期連結会計期間より、「広告事業」及び「CRM事業」

の２つを報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。
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（金融商品関係）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 23円75銭 7円38銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
788,935 245,132

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
788,935 245,132

普通株式の期中平均株式数（株） 33,218,708 33,228,780

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 23円71銭 ―

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
― ―

普通株式増加数（株） 57,781 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

（注）当第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、平成28年10月26日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得をすることを決議いたしました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

当社は、株主還元と経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能にするため、自己株式の

取得を実施いたします。

 

２．取得に係る事項の内容

① 取得対象株式の種類　　　普通株式

② 取得しうる株式の総数　　2,000,000株（上限）

③ 株式の取得価額の総額　　500,000,000円（上限）

④ 取得期間　　　　　　　　平成28年11月１日～平成29年８月31日

⑤ 取得方法　　　　　　　　東京証券取引所における市場内の立会時間内での買付
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２【その他】

平成28年７月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………66,457千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………２円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成28年８月31日

（注）平成28年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年11月８日

バリューコマース株式会社   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 望月　明美　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 朽木　利宏　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福士　直和　印

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているバリューコマー

ス株式会社の平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年７月１日

から平成28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、バリューコマース株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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